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静岡市と連携した取引先の商品ＰＲ（東京国際フォーラム） 静岡まつり夜桜乱舞へ110名参加

地球温暖化防止に向けた「打ち水大作戦」 静岡市（日本平動物園）への寄付金等贈呈

夏休み親子教室（日清カップヌードルミュージアム）

SBC第30回総会

ケント・ギルバート氏を招いた文化講演会

　お客さまの大切な資産を「増やす」「のこす」「備える」
ためのご相談を承っております。「マネープランナー」が、
女性ならではのきめ細やかさで、お客さまのニーズに合った
提案をいたします。
　セカンドライフのマネープラン、相続対策、万一に備える
保障など、私たちと一緒に考えてみませんか？

 本アプリは、スマートフォンから簡単・便利に口座開設のお申込みができるアプリです。アプリで所定のお客さま情報を
ご入力いただき、「本人確認書類」「印影」を撮影、送信いただくことで口座開設お申込みが完了します。

積極的に取り組んでおります

　お客さまとの深度ある対話により事業実態を把握し、生
産性向上に向けた対話や事業性評価に基づく融資に積極
的に取り組んでいます。
　また、研修などを通じ職員のコンサルティング能力向上
を図るとともに、中小企業診断士をはじめとしたスペシャ
リストを活用して、お客さまの課題解決に努めています。

マネープランナー（平成29年10月時点）

　お客さまとの日常的・継続的な関係強化に努めた結果、2,476社の
お客さまが当金庫のメイン取引先（当金庫融資残高1位の先）としてお
取引いただいております。

　せいしんビジネスクラブ（SBC）は、昭和62年に発足し、本年をもちまし
て創立30周年を迎えました。現在会員数は353名、全国でも有数の規模
を誇る組織へと成長しています。今後も会員の皆さまの経営力向上、業
種の枠を超えた人的ネットワーク形成の場を提供してまいります。

せいしんビジネスクラブ（SBC）を30年に亘り運営しています

多くのお客さまから選ばれています

｜地域貢献活動・トピックス｜

資産運用はマネープランナーに
ご相談ください！

スマホで完結！ しんきん口座開設アプリ

「静清信用金庫半期ディスクロージャー（平成29年度上半期）」は
当金庫が自主的に開示するものであります。
なお、本資料に掲載した計数につきましては、会計監査人の監査を受けておりません。

静清信用金庫半期ディスクロージャー
（平成29年度上半期）

レポート2017

｜事業性評価の取組み状況｜

事業性評価に基づく融資など
課題解決に向けて具体的な相談に応じた先数 338社

（平成 28 年 4 月～平成 29 年 9 月）

事
業
者
の
お
客
さ
ま

◉ 事業への正しい理解

◉ 地域経済および業界動向の
　 把握・分析

◉ 経営課題・ニーズの共有

◉ 生産性向上に向けた対話

◉ 事業性評価に基づく融資

中小企業診断士
社会保険労務士
宅地建物取引士
事業承継・M&Aエキスパート
動産評価アドバイザー他
合計（延べ人数）

30名
3名

37名
4名
6名

80名

｜スペシャリストの在籍状況（資格取得者数）｜

（平成 29 年 9 月末時点）

研修等の実施回数
研修等への参加者数

16回
644名

｜職員のコンサル能力向上に向けた研修状況｜

（平成 29 年 4 月～9 月）

メイン取引先数
メイン取引先の融資残高

2,476社
1,351億円

｜メイン取引先の状況｜

（平成 29 年 9 月末時点）

延べ参加者数 604名
｜せいしんビジネスクラブの事業への延べ参加者数｜

（平成 29 年 4 月～9 月）

お客さまとの対話を通じて事業内容への理解を深めています

●〔ホームページ〕http://www.seishin-shinkin.co.jp
◎詳しくは当金庫本支店窓口までお問い合わせください。

　



　キャンペーン定期預金の取扱いなどにより、多く
の方からお預け入れをいただいた結果、預金積金残
高は7,195億円となりました。

　個人向けローンが堅調で、事業性も設備資金の需要が
伸び、貸出金残高は3,456億円となりました。
　なお、当金庫の貸出金は、特定の業種に集中するこ
となく、様々な業種のお客さまにご利用いただいてお
ります。

7,195億円預金積金残高

　金融機関本来の事業に関する収益力を表す業務純益は
14億84百万円となりました。
　また、経常利益は12億72百万円、当期純利益は9億28
百万円となりました。

9億円当期純利益

3,456億円貸出金残高
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　当金庫の経営支援の取組み状況をお客さまにご理解いただくとともに、コンサルティング機能をご利用いただくため、
積極的な情報開示に努めております。

　事業者の皆さまからのご相談に対し、お客さまの経営実態に応じた最適なソリューションをご提案いたします。
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自己資本の構成（バーゼルⅢ）

標準的手法のポートフォリオ区分別の内訳

オペレーション・リスク・アセット(基礎的手法)の算出方法

　平成29年9月末の金融再生法上の不良債権残高は
152億68百万円となり、不良債権比率は4.38％とな
りました。
　この内、担保･保証および貸倒引当金で142億89百
万円、93.58％がカ
バ ー さ れ て お り ま
す。残りの不良債権
残高9億78百万円
も 潤 沢 な 自 己 資 本
611億81百万円に
よりカバーされ、不
良 債 権 に 対 す る 備
えは万全です。

自己資本の状況

　自己資本比率は、リスクの度合いに応じて換算した資産
に対する、出資金や内部留保等の自己資本の割合のこと
で、金融機関の健全性を示す重要な指標のひとつです。
　平成29年9月末の自己資本比率は17.92％となり、引続き
国内基準(4％)を大きく上回る健全性を維持しております。
　今後とも、皆さまに安心してご利用いただけるよう、自己
資本の充実に努めてまいります。

17.92%自己資本比率
(単体ベース)

不良債権の状況（金融再生法ベース）

その他有価証券の含み（損）益の状況

（注）「その他」は、外国証券および投資信託等です。

（単位：百万円）
（平成29年9月30日現在）

満期保有目的の債券および子会社・関連会社株式の含み（損）益の状況

（注）「子会社・関連会社株式」は、帳簿価格を時価としております。

(単位：百万円)
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○破産更生債権およびこれらに準ずる債権
　破産、会社更生、再生手続等の事由によ

り経営破綻に陥っている債務者に対する
債権およびこれらに準ずる債権です。

○危険債権
　債務者が経営破綻の状態には至ってい

ないが、財政状態および経営成績が悪化
し、契約に従った債権の元本の回収や利
息の受取りができない可能性の高い債
権です。

○要管理債権
　自己査定において要注意先に区分された

債務者に対する債権のうち、｢3ヵ月以上
延滞債権｣および｢貸出条件緩和債権｣に
該当する債権です。

○正常債権
　債務者の財政状態および経営成績に特

に問題がない債権であり、｢破産更生債
権およびこれらに準ずる債権｣、｢危険債
権｣、｢要管理債権｣以外の債権です。

○不良債権比率
　不良債権残高を総与信額で除したものです。

用語説明

金融再生法に基づく開示債権 (単位：百万円)

項　目
平成28年

9月末
平成29年

9月末
（A）

担保・保証
（B）

貸倒引当金
（C）

保全率（%）
（B）+（C）/（A）

　破産更生債権及びこれらに準ずる債権
　危険債権
　要管理債権
金融再生法上の不良債権（a）
正常債権
総与信額（b）
金融再生法不良債権比率（a）/（b）

2,744
15,427

497
18,670
319,679
338,349
5.51%

1,903
13,364

ー
15,268
332,976
348,245
4.38％

1,032
10,502

ー
11,535

870
1,883

ー
2,754

100.00%
92.67%

ー
93.58%

「せいしん」は、地域の中小企業の経営支援に

所 在 地
創 立 年 月 日
出 資 金
会 員 数
店 舗 数
常 勤 役 職 員 数

：静岡市葵区昭和町 2番地の 1
：大正 11年 3月 11日 (1922 年 )
：14億 74百万円
：47,248 人
：42店舗
：641人

　専業主婦として子育てをする中で、「お母さんがゆっくりできて子どもが安
心して遊べる場所があれば、子育てがもっと楽しくなる」と思い、3年以上の時
間をかけて『親子で気兼ねなく行けるカフェ』の創業準備をしました。準備期
間中、支店担当の木野さんには事業計画や資金面について全面的にご支援いた
だきました。経営相談部の増田さんと佐野さんには「創業補助金」「小規模事
業者持続化補助金」の申請についてご協力いただき、採択を受けることができ
ました。
　私の想いを真剣に汲み取って頂き、丁寧に対応いただけましたので、思い描
いていた通りのお店をオープンすることができたと思っています。まだまだ、
やりたい事が沢山ありますので、引続きサポートをよろしくお願いします！

0.1

経営に関する様々なご相談にこたえます

預金積金および貸出金の状況

資産の健全性

有価証券の時価情報

収益の状況

静清信用金庫の概要

各種補助金や経営革新計画の申請支援先数
　　うち経営改善が見られた先

147社
96社

｜補助金等の申請支援の状況｜

（平成 29年 4月～9月）

補助金申請支援等を通じて本業を支援した先の
65.3％が経営改善

事業者のお客さまからの相談

｜創業支援・補助金申請支援を受けられたお客様の声｜
『キッズランド＆カフェ mon chou chou（モンシュシュ）』　　オーナー兼店長　佐藤 美紀 様

◉ 新しく会社をはじめたい
◉ 今のお店から独立したい
◉ 新しい分野に進出したい
◉ 新たな販売先を開拓したい
◉ 補助金を活用したい
◉ 海外に進出したい
◉ 経営を立て直したい
◉ 事業継承を進めたい

□ 創業・事業計画書作成
□ 市場調査
□ ビジネスマッチング事業
□ 経営革新計画承認申請
□ 助成金・補助金等申請
□ 各種セミナーの開催
□ 海外進出等の海外展開
□ 経営支援・事業再生
□ 事業継承計画書作成
□ M＆A 仲介サービス

相 談

提 案

提 案 先 数
融 資 残 高

210社
141億円

｜ソリューション提案の状況｜

（平成 29年 4月～9月）

の提案内容
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（平成 29 年 9 月末時点）

研修等の実施回数
研修等への参加者数

16回
644名

｜職員のコンサル能力向上に向けた研修状況｜

（平成 29 年 4 月～9 月）

メイン取引先数
メイン取引先の融資残高

2,476社
1,351億円

｜メイン取引先の状況｜

（平成 29 年 9 月末時点）

延べ参加者数 604名
｜せいしんビジネスクラブの事業への延べ参加者数｜

（平成 29 年 4 月～9 月）

お客さまとの対話を通じて事業内容への理解を深めています

●〔ホームページ〕http://www.seishin-shinkin.co.jp
◎詳しくは当金庫本支店窓口までお問い合わせください。

　



　キャンペーン定期預金の取扱いなどにより、多く
の方からお預け入れをいただいた結果、預金積金残
高は7,195億円となりました。

　個人向けローンが堅調で、事業性も設備資金の需要が
伸び、貸出金残高は3,456億円となりました。
　なお、当金庫の貸出金は、特定の業種に集中するこ
となく、様々な業種のお客さまにご利用いただいてお
ります。

7,195億円預金積金残高

　金融機関本来の事業に関する収益力を表す業務純益は
14億84百万円となりました。
　また、経常利益は12億72百万円、当期純利益は9億28
百万円となりました。

9億円当期純利益

3,456億円貸出金残高
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■業務純益　■経常利益　■当期純利益

　当金庫の経営支援の取組み状況をお客さまにご理解いただくとともに、コンサルティング機能をご利用いただくため、
積極的な情報開示に努めております。

　事業者の皆さまからのご相談に対し、お客さまの経営実態に応じた最適なソリューションをご提案いたします。
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自己資本の構成（バーゼルⅢ）

標準的手法のポートフォリオ区分別の内訳

オペレーション・リスク・アセット(基礎的手法)の算出方法

　平成29年9月末の金融再生法上の不良債権残高は
152億68百万円となり、不良債権比率は4.38％とな
りました。
　この内、担保･保証および貸倒引当金で142億89百
万円、93.58％がカ
バ ー さ れ て お り ま
す。残りの不良債権
残高9億78百万円
も 潤 沢 な 自 己 資 本
611億81百万円に
よりカバーされ、不
良 債 権 に 対 す る 備
えは万全です。

自己資本の状況

　自己資本比率は、リスクの度合いに応じて換算した資産
に対する、出資金や内部留保等の自己資本の割合のこと
で、金融機関の健全性を示す重要な指標のひとつです。
　平成29年9月末の自己資本比率は17.92％となり、引続き
国内基準(4％)を大きく上回る健全性を維持しております。
　今後とも、皆さまに安心してご利用いただけるよう、自己
資本の充実に努めてまいります。

17.92%自己資本比率
(単体ベース)

不良債権の状況（金融再生法ベース）

その他有価証券の含み（損）益の状況

（注）「その他」は、外国証券および投資信託等です。

（単位：百万円）
（平成29年9月30日現在）

満期保有目的の債券および子会社・関連会社株式の含み（損）益の状況

（注）「子会社・関連会社株式」は、帳簿価格を時価としております。

(単位：百万円)
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○破産更生債権およびこれらに準ずる債権
　破産、会社更生、再生手続等の事由によ

り経営破綻に陥っている債務者に対する
債権およびこれらに準ずる債権です。

○危険債権
　債務者が経営破綻の状態には至ってい

ないが、財政状態および経営成績が悪化
し、契約に従った債権の元本の回収や利
息の受取りができない可能性の高い債
権です。

○要管理債権
　自己査定において要注意先に区分された

債務者に対する債権のうち、｢3ヵ月以上
延滞債権｣および｢貸出条件緩和債権｣に
該当する債権です。

○正常債権
　債務者の財政状態および経営成績に特

に問題がない債権であり、｢破産更生債
権およびこれらに準ずる債権｣、｢危険債
権｣、｢要管理債権｣以外の債権です。

○不良債権比率
　不良債権残高を総与信額で除したものです。

用語説明

金融再生法に基づく開示債権 (単位：百万円)

項　目
平成28年

9月末
平成29年

9月末
（A）

担保・保証
（B）

貸倒引当金
（C）

保全率（%）
（B）+（C）/（A）

　破産更生債権及びこれらに準ずる債権
　危険債権
　要管理債権
金融再生法上の不良債権（a）
正常債権
総与信額（b）
金融再生法不良債権比率（a）/（b）

2,744
15,427

497
18,670
319,679
338,349
5.51%

1,903
13,364

ー
15,268
332,976
348,245
4.38％

1,032
10,502

ー
11,535

870
1,883

ー
2,754

100.00%
92.67%

ー
93.58%

「せいしん」は、地域の中小企業の経営支援に

所 在 地
創 立 年 月 日
出 資 金
会 員 数
店 舗 数
常 勤 役 職 員 数

：静岡市葵区昭和町 2番地の 1
：大正 11年 3月 11日 (1922 年 )
：14億 74百万円
：47,248 人
：42店舗
：641人

　専業主婦として子育てをする中で、「お母さんがゆっくりできて子どもが安
心して遊べる場所があれば、子育てがもっと楽しくなる」と思い、3年以上の時
間をかけて『親子で気兼ねなく行けるカフェ』の創業準備をしました。準備期
間中、支店担当の木野さんには事業計画や資金面について全面的にご支援いた
だきました。経営相談部の増田さんと佐野さんには「創業補助金」「小規模事
業者持続化補助金」の申請についてご協力いただき、採択を受けることができ
ました。
　私の想いを真剣に汲み取って頂き、丁寧に対応いただけましたので、思い描
いていた通りのお店をオープンすることができたと思っています。まだまだ、
やりたい事が沢山ありますので、引続きサポートをよろしくお願いします！

0.1

経営に関する様々なご相談にこたえます

預金積金および貸出金の状況

資産の健全性

有価証券の時価情報

収益の状況

静清信用金庫の概要

各種補助金や経営革新計画の申請支援先数
　　うち経営改善が見られた先

147社
96社

｜補助金等の申請支援の状況｜

（平成 29年 4月～9月）

補助金申請支援等を通じて本業を支援した先の
65.3％が経営改善

事業者のお客さまからの相談

｜創業支援・補助金申請支援を受けられたお客様の声｜
『キッズランド＆カフェ mon chou chou（モンシュシュ）』　　オーナー兼店長　佐藤 美紀 様

◉ 新しく会社をはじめたい
◉ 今のお店から独立したい
◉ 新しい分野に進出したい
◉ 新たな販売先を開拓したい
◉ 補助金を活用したい
◉ 海外に進出したい
◉ 経営を立て直したい
◉ 事業継承を進めたい

□ 創業・事業計画書作成
□ 市場調査
□ ビジネスマッチング事業
□ 経営革新計画承認申請
□ 助成金・補助金等申請
□ 各種セミナーの開催
□ 海外進出等の海外展開
□ 経営支援・事業再生
□ 事業継承計画書作成
□ M＆A 仲介サービス

相 談

提 案

提 案 先 数
融 資 残 高

210社
141億円

｜ソリューション提案の状況｜

（平成 29年 4月～9月）

の提案内容
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し、契約に従った債権の元本の回収や利
息の受取りができない可能性の高い債
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に問題がない債権であり、｢破産更生債
権およびこれらに準ずる債権｣、｢危険債
権｣、｢要管理債権｣以外の債権です。

○不良債権比率
　不良債権残高を総与信額で除したものです。

用語説明

金融再生法に基づく開示債権 (単位：百万円)

項　目
平成28年

9月末
平成29年

9月末
（A）

担保・保証
（B）

貸倒引当金
（C）

保全率（%）
（B）+（C）/（A）

　破産更生債権及びこれらに準ずる債権
　危険債権
　要管理債権
金融再生法上の不良債権（a）
正常債権
総与信額（b）
金融再生法不良債権比率（a）/（b）

2,744
15,427

497
18,670
319,679
338,349
5.51%

1,903
13,364

ー
15,268
332,976
348,245
4.38％

1,032
10,502

ー
11,535

870
1,883

ー
2,754

100.00%
92.67%

ー
93.58%

「せいしん」は、地域の中小企業の経営支援に

所 在 地
創 立 年 月 日
出 資 金
会 員 数
店 舗 数
常 勤 役 職 員 数

：静岡市葵区昭和町 2番地の 1
：大正 11年 3月 11日 (1922 年 )
：14億 74百万円
：47,248 人
：42店舗
：641人

　専業主婦として子育てをする中で、「お母さんがゆっくりできて子どもが安
心して遊べる場所があれば、子育てがもっと楽しくなる」と思い、3年以上の時
間をかけて『親子で気兼ねなく行けるカフェ』の創業準備をしました。準備期
間中、支店担当の木野さんには事業計画や資金面について全面的にご支援いた
だきました。経営相談部の増田さんと佐野さんには「創業補助金」「小規模事
業者持続化補助金」の申請についてご協力いただき、採択を受けることができ
ました。
　私の想いを真剣に汲み取って頂き、丁寧に対応いただけましたので、思い描
いていた通りのお店をオープンすることができたと思っています。まだまだ、
やりたい事が沢山ありますので、引続きサポートをよろしくお願いします！

0.1

経営に関する様々なご相談にこたえます

預金積金および貸出金の状況

資産の健全性

有価証券の時価情報

収益の状況

静清信用金庫の概要

各種補助金や経営革新計画の申請支援先数
　　うち経営改善が見られた先

147社
96社

｜補助金等の申請支援の状況｜

（平成 29年 4月～9月）

補助金申請支援等を通じて本業を支援した先の
65.3％が経営改善

事業者のお客さまからの相談

｜創業支援・補助金申請支援を受けられたお客様の声｜
『キッズランド＆カフェ mon chou chou（モンシュシュ）』　　オーナー兼店長　佐藤 美紀 様

◉ 新しく会社をはじめたい
◉ 今のお店から独立したい
◉ 新しい分野に進出したい
◉ 新たな販売先を開拓したい
◉ 補助金を活用したい
◉ 海外に進出したい
◉ 経営を立て直したい
◉ 事業継承を進めたい

□ 創業・事業計画書作成
□ 市場調査
□ ビジネスマッチング事業
□ 経営革新計画承認申請
□ 助成金・補助金等申請
□ 各種セミナーの開催
□ 海外進出等の海外展開
□ 経営支援・事業再生
□ 事業継承計画書作成
□ M＆A 仲介サービス

相 談

提 案

提 案 先 数
融 資 残 高

210社
141億円

｜ソリューション提案の状況｜

（平成 29年 4月～9月）

の提案内容
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静岡市と連携した取引先の商品ＰＲ（東京国際フォーラム） 静岡まつり夜桜乱舞へ110名参加

地球温暖化防止に向けた「打ち水大作戦」 静岡市（日本平動物園）への寄付金等贈呈

夏休み親子教室（日清カップヌードルミュージアム）

SBC第30回総会

ケント・ギルバート氏を招いた文化講演会

　お客さまの大切な資産を「増やす」「のこす」「備える」
ためのご相談を承っております。「マネープランナー」が、
女性ならではのきめ細やかさで、お客さまのニーズに合った
提案をいたします。
　セカンドライフのマネープラン、相続対策、万一に備える
保障など、私たちと一緒に考えてみませんか？

 本アプリは、スマートフォンから簡単・便利に口座開設のお申込みができるアプリです。アプリで所定のお客さま情報を
ご入力いただき、「本人確認書類」「印影」を撮影、送信いただくことで口座開設お申込みが完了します。

積極的に取り組んでおります

　お客さまとの深度ある対話により事業実態を把握し、生
産性向上に向けた対話や事業性評価に基づく融資に積極
的に取り組んでいます。
　また、研修などを通じ職員のコンサルティング能力向上
を図るとともに、中小企業診断士をはじめとしたスペシャ
リストを活用して、お客さまの課題解決に努めています。

マネープランナー（平成29年10月時点）

　お客さまとの日常的・継続的な関係強化に努めた結果、2,476社の
お客さまが当金庫のメイン取引先（当金庫融資残高1位の先）としてお
取引いただいております。

　せいしんビジネスクラブ（SBC）は、昭和62年に発足し、本年をもちまし
て創立30周年を迎えました。現在会員数は353名、全国でも有数の規模
を誇る組織へと成長しています。今後も会員の皆さまの経営力向上、業
種の枠を超えた人的ネットワーク形成の場を提供してまいります。

せいしんビジネスクラブ（SBC）を30年に亘り運営しています

多くのお客さまから選ばれています

｜地域貢献活動・トピックス｜

資産運用はマネープランナーに
ご相談ください！

スマホで完結！ しんきん口座開設アプリ

「静清信用金庫半期ディスクロージャー（平成29年度上半期）」は
当金庫が自主的に開示するものであります。
なお、本資料に掲載した計数につきましては、会計監査人の監査を受けておりません。

静清信用金庫半期ディスクロージャー
（平成29年度上半期）

レポート2017

｜事業性評価の取組み状況｜

事業性評価に基づく融資など
課題解決に向けて具体的な相談に応じた先数 338社

（平成 28 年 4 月～平成 29 年 9 月）

事
業
者
の
お
客
さ
ま

◉ 事業への正しい理解

◉ 地域経済および業界動向の
　 把握・分析

◉ 経営課題・ニーズの共有

◉ 生産性向上に向けた対話

◉ 事業性評価に基づく融資

中小企業診断士
社会保険労務士
宅地建物取引士
事業承継・M&Aエキスパート
動産評価アドバイザー他
合計（延べ人数）

30名
3名

37名
4名
6名

80名

｜スペシャリストの在籍状況（資格取得者数）｜

（平成 29 年 9 月末時点）

研修等の実施回数
研修等への参加者数

16回
644名

｜職員のコンサル能力向上に向けた研修状況｜

（平成 29 年 4 月～9 月）

メイン取引先数
メイン取引先の融資残高

2,476社
1,351億円

｜メイン取引先の状況｜

（平成 29 年 9 月末時点）

延べ参加者数 604名
｜せいしんビジネスクラブの事業への延べ参加者数｜

（平成 29 年 4 月～9 月）

お客さまとの対話を通じて事業内容への理解を深めています

●〔ホームページ〕http://www.seishin-shinkin.co.jp
◎詳しくは当金庫本支店窓口までお問い合わせください。
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